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本日の話題

1. 多自然川づくりと３次元地形データ

2. ３次元地形データの活用事例

3. レーザ計測に与える植生・水質の影響

4. 河川管理の効率化の取組

測量技術の進展とＣＩＭ導入の動き 2

 設計の思想が施工に反映されない
 関係者が多く、留意すべき点が多様

で合意形成が難しい

多自然川づくりの課題

測量技術の進展

i-Construction導入の動き

 CIMの導入による良質な社会資本の
整備

 調査、計画、設計、施工、維持管理
の各段階における関係者間の情報
共有支援

 革新的河川管理プロジェクトの開始
 航空レーザ、MMS、音響測深技術の

開発
 UAVや大型除草機械によるレーザ測

量
 ３次元地形データを河川管理に利用

する時代の到来

フレキシブルな
川づくり

発注者CIM
（研修CIM、

案内CIM、
異動CIM 等）

河川管理の高度化
①堤防点検の高度化
②定期横断測量の代替



多自然川づくりにおけるＣＩＭ活用の期待 3

生物生息場に関する情報を
より詳細に把握したり、工事
にあたっての見落としがなく
なるのではないか？

沿川の方が利用しやすい川づくりを実現しやす
くなるのではないか？

景観模型の一例

改修後の水辺

沿川の施設を記載した平面図

公園
森林

河川

平面形、縦横断形を活かし
て、流下能力を確保すること
ができるのでないか？

設計の思想が施工に的確に反映され、維持管
理もやりやすくなるのではないか？

河川改修後のイメージを関係者間で共有
しやすくなるのではないか？

水深分布図（瀬淵分布）
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砂州が発達しワンドが形成させる河川空間

アプリケーションに要求される機能 4

測線

内挿断面

①３次元地形データ等の
立体写真の作成・表示
機能

②河道掘削や引堤等に
伴う地形の修正機能

③河道掘削、築堤、樹木
伐採、護岸設置等に伴う
地被の修正

④地形や地被の修正前
後の水理計算機能

治水

景観

生物生息場

利用

施工

改修後

改修前



想定される活用場面～従来の測量成果との比較～ 5

３次元地形等データ 従来河川横断測量 効用

調査

• 河道変化とその影響の分析
• 植生の繁茂状況・生長速度の把握
• 局所洗堀等、災害調査における原因分析

• 河道変化とその影響の分析 ②
②
②

計画

• 流下能力評価、河床変動解析のための基礎データ
（局所洗堀箇所の明確化）

• 樹木伐採計画
• 氾濫解析のための基礎データ
• 事業説明

• 流下能力評価、河床変動解析のた
めの基礎データ

②
②
②
①③

設計 • 詳細設計のための基礎データ ⑥

施工
• ICT土工への活用（一部、補測が必要となる可能性） • 詳細設計で測量した成果と合わせて

施工図面として利用
⑤

維持管理

• 河道状態の見える化
• 堤防・護岸・堰等の変状把握
• 堤防高の縦断経年変化
• 堤防法面勾配の管理
• ２時期の差分による樹木の生長状況の確認
• 中州の移動、深掘れ・堆積等の状況把握

• 河道管理基本シートの作成など、河
道の経年変化を把握（みお筋、堆積、
洗掘、河岸侵食等）

• 橋梁、堰等の河川横断構造物の変
状把握

④⑥
④⑥
④⑥
⑥
⑥
⑥

危機管理
• 災害時の浸水範囲の推定
• 大規模浸水被害時の緊急排水計画策定

⑥
⑥

主な効用
①具体像の共有（合意形成） ／ ②きめ細かな川づくり ／ ③提案をすぐに形にできる設計ツール
／ ④施工結果を踏まえた維持管理 ／ ⑤設計思想等の継承 ／ ⑥各段階の高度化・効率化 など

河道状態の見える化～維持管理における活用事例～ 6

航空写真

比高段彩図 水深分布図

樹高分布図
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資料提供）福井河川国道事務所



鋼矢板
（対岸から照射）

天端

法面

平場

パラペット

護岸等の変状把握～維持管理における活用事例～ 7

平場の沈下

ＭＭＳ標高段彩図

鋼矢板の傾き 解析結果
（川側に0.6～2.9°の傾斜を確認）

資料提供）関東技術事務所

対象地点の状況写真

点群データの鳥瞰表示 護岸基礎の傾斜状況

実測点

堤防高の管理～維持管理における活用事例～ 8

m

1目盛＝10m

資料提供）豊岡河川国道事務所
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堤防法面勾配の管理～維持管理における活用事例～ 9

資料提供）福井河川国道事務所

上部が1割、下部が3

割勾配で寺勾配と
なっている。

TINサーフェスを⽣成し法⾯勾配を算出

レーザ測量に与える植生の影響 10

（参考）除草直後の堤防法面のイメージ

調査地点の植生の繁茂状況

高さ1ｍ程度のセイバンモロコシの繁茂状況

高さ0.2m程度のギシギシ等の繁茂状況



計測条件～レーザ測量に与える植生の影響～ 11

植生高の刈り揃え

堤防天端（兼用道路）

小貝川

裏法面

表法面

延長約30ｍ

植生分図

堤防高
約5ｍ

0.9m 0.8m 0.2m 0.1m 0.3m 0.4m 0.5m 0.6m 0.7m 無

46.9ｋｐ右岸

法勾配
3割

法勾配
3割

小段
あり

堤防幅
約5ｍ

敷幅約35ｍ

セイバンモロコシ

ギシギシ

葉の狭い植生（セイバンモ
ロコシチガヤ、オニウシノ
ケグサ等）

葉の広い植生（ギシギシ、
ダイコン等）

確認箇所数
1,298／1,711

確認箇所数
413／1,711

フットプリントの分布～植生高0.1m、セイバンモロコシ～ 12
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フットプリントの分布～植生高1m、セイバンモロコシ～ 13
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植生高と較差（最小値）の関係 14
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除草の管理高

 葉の狭い植生が繁茂するメッシュを対象として、植生高と標高較差（最小値）との関係を整理
 10ｃｍメッシュの結果から、セイバンモロコシ等のイネ科の植物が繁茂する場所では、植生高

を0.5ｍ以下に管理すれば、ＵＡＶレーザ測量の適用が可能である。

※ データは分析途中のものを含み、数値等が今後変更になる可能性がある。



植生高とレーザ透過率の関係 15
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※ データは分析途中のものを含み、数値等が今後変更になる可能性がある。

 葉の狭い植生が繁茂するメッシュを対象として、植生高とレーザ透過率との関係を整理
 メッシュの大きさを変えて、透過率を算定したところ、10cmメッシュの結果はバラつくものの、植

生高0.5m以下であれば、透過率10％を確保できる。

航空レーザ測量と同
等以上の点群密度を
確保できる透過率

横断測量成果と航空レーザ測量成果の比較 16
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透視度と計測可能深度との関係 17
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（参考）計測可能深度（最深河床まで到達している箇所）

※ 黄色線は、目視によって計測可能深度を包絡するように直線を引いたもの。

ＳＳと計測可能深度との関係 18

※ 黄色線は、目視によって計測可能深度を包絡するように直線を引いたもの。
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河川管理の高度化～大型除草機械によるレーザ測量成果～ 19

色付点群データと仮想空間上で点検の様子

虹色段彩図で表現した堤防表面の形状

堤防点検により確認した変状位置図

河川管理の高度化～ＵＡＶによって記録した河道の状態～ 20

資料提供）京浜河川事務所



まとめ及び今後の課題 21

３次元地形データ（レーザ測量成果）の河川管理への適用性
 ＵＡＶレーザによる河川堤防計形状の計測：

イネ科の植物であれば、50cm程度の植生が繁茂していても10cm程度の精

度で堤防形状を測量可能。ただし、繁茂密度の影響については今後整理
が必要。

 航空レーザ測量（グリーンレーザ）による測深精度：

透視度が増加するほど、またＳＳが小さくなるほど、計測可能深度が大きく
なる傾向が見られたが、それらの関係にはバラつきが大きい。今後、バラつ
きが大きくなる要因を分析する必要。

 高解像度の空中写真、色付き点群データから重点的な点検箇所を机上で
確認し、現場ではピンポイントで変状を確認することで、点検作業を効率化
できる可能性がある。

多自然川づくりへのＣＩＭ活用の期待
 フレキシブルな河道設計
 設計思想の施工・維持管理への引継ぎ
 関係者間での情報共有（景観、利用）

ご清聴頂き、ありがとうございました。


